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大
正
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
旗
手
で
あ

っ
た
岩
田
専
太
郎
が
、
世
界
を
舞
台
に

し
た
抒
情
歌
の
歌
詞
に
挿
絵
を
添
え
て

い
ま
す
。
独
特
の
憂
い
顔
の
女
性
が
各

国
の
華
麗
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
ま

と
っ
て
い
る
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
調
の

絵
双
六
の
傑
作
で
す
。
少
女
時
代
を
過

ぎ
て
も
、
ず
っ
と
手
元
に
置
い
て
お
き

た
く
な
る
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。

登
場
す
る
一
五
の
歌
は
当
時
の
流
行

歌
。「
朝
鮮
国
境
の
歌
」「
ア
ラ
ビ
ヤ
の

唄
」「
黒
い
瞳
」「
モ
ン
パ
リ
」「
流
浪

の
旅
」「
か
ら
た
ち
の
花
」「
森
の
娘
」

「
君
恋
し
」
な
ど
で
す
。

岩
田
の
描
く
女
性
は
、
長
い
睫
毛
と

見
事
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
美
人
で

す
。
こ
の
画
風
が
当
時
の
少
女
の
異
国

へ
の
憧
れ
を
掻
き
立
て
た
の
で
し
ょ
う
。

「
モ
ン
パ
リ
の
娘
」
の
コ
マ
、
測
っ
て
み

た
ら
九
頭
身
も
あ
り
ま
し
た
！

こ
の
双
六
が
作
ら
れ
た
年
、
田
中
義

一
内
閣
が
総
辞
職
し
、
濱は

ま

口ぐ
ち

雄お

幸さ
ち

内
閣

が
成
立
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
フ

ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
の
就
任
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
証
券
取
引
所
で
株
価
が
大
暴
落
し
、

世
界
恐
慌
の
引
き
金
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
で
1
年
間
の
連
載
を
終
了
し
ま

す
。
多
く
の
ス
ゴ
ロ
キ
ア
ン
（
双
六
大

好
き
人
間
）
に
多
謝
感
謝
で
す
。（
了
）
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ジャズの名曲「紐
ニューヨーク

育行進曲」
原曲は1924年発売の「I'm gonna 
bring a watermelon to my girl 
tonight（今夜あの娘に西瓜を持っ
ていこう）」。軽快で陽気なジャズ
です。当時のアメリカは、狂騒
の20年代と呼ばれ、空前の大
繁栄をとげ、大量生産・大量
消費の生活様式が確立し、
ラジオ放送やレコードが普
及しました。

上りは「波
は

浮
ぶ

の港」
上がりは３人の少女が小船の周りに風情ありげに集
うコマ。♪波浮の港にゃ 夕焼け小焼け♪の名調子で
すが、作詞家の野

の

口
ぐち

雨
う

情
じょう

は、たった１枚の写真を見
てこの詞を作ったといわれています。じつは波浮の
港からは沈む夕日は見えないそうです。

所蔵＝吉田 修　写真＝鶴崎 燃

振り出しは「出船の港」
振り出しは「出船の港」。柱に寄りかかり
遠くを見つめる風情の女性。日本の男
性オペラ歌手の草分けである藤

ふじ

原
わら

義
よし

江
え

の歌声が聞こえてきそうです。


